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情報科学 情報科学

[講義]　第１学年　後期　選択　2単位

《担当者名》二瓶　裕之（nihei@hoku-iryo-u.ac.jp）（臨床データサイエンス学環）

【概　要】

　数理・データサイエンス・AIの学びにおいて、データ分析のためのスキルとして重要となるプログラミングの基本について教

育用ロボットを活用しながら学ぶ。スモールグループディスカッション（SGD）を適宜取り入れながら学ぶことで、これからの学

修、研究、社会活動でデータを適切に活用できるようにする。ビジュアルプログラミングやPythonを用いたテキストプログラミ

ングを通じて基本的なプログラミングの考え方を学び、STEAM教育の観点からグループごとにロボットを活用した課題解決型学修

を実施することにより、コミュニケーション能力・論理的思考能力の向上も目指す。

　なお、「情報科学」は文部科学省「数理・データサイエンス・AI教育プログラム（リテラシーレベル）プラス」に選定された

教育プログラムを構成する授業科目である。

【学修目標】

① 社会におけるデータ活用とロボットの役割や課題について概説できる。

② 基本的なプログラミングの考え方が理解できる。

③ 目的に応じたアルゴリズムを構築しロボットで可視化することができる。

④ 数理・データサイエンス・AIの活用方法を具体的に説明できる。

【学修内容】

回 テーマ 授業内容および学修課題 担当者

１ ガイダンス

社会におけるデータ活用とロボット

・「情報科学」の概要と学修目標を説明できる。

・社会におけるデータ活用とロボットの役割や課題に

ついて説明できる

二瓶　裕之

２ プログラミング基礎①

アルゴリズムの基礎

・教育用ロボットの仕組みについて概説できる

・条件分岐・繰り返し・変数を組み合わせたアルゴリ

ズムについて概説できる

二瓶　裕之

３ プログラミング基礎②

ロボットの基本動作

ロボットを用いて条件分岐・繰り返し・変数を組み合

わせたアルゴリズムを可視化することができる

二瓶　裕之

４ プログラミング基礎③

センサの活用

ロボットのセンサデータを分析することができる 二瓶　裕之

５ プログラミング基礎④

ライントレース

ロボットを用いたライントレースができる 二瓶　裕之

６ プログラミング基礎⑤

ライントレースを含む応用課題①

ロボットを用いたライントレースにおいて様々なセン

サを組み合わせながら，条件に応じて動作を変えるこ

とができる

二瓶　裕之

７ プログラミング基礎⑥

ライントレースを含む応用課題②

ロボットを用いたライントレースにおいて様々なセン

サを組み合わせながら，条件に応じて動作を変えるこ

とができる

二瓶　裕之

８ 問題発見課題解決型学修① ・都市模型の中に設置されたコースについて概説でき

る

・ロボット走行における課題を発見することができる
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９ 問題発見課題解決型学修② ロボット走行における課題の解決策を議論することが

できる
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10 問題発見課題解決型学修③ ロボット走行における課題の解決策を含むアルゴリズ

ムを構築することができる

二瓶　裕之

11 問題発見課題解決型学修④ ロボット走行における課題の解決策を含むアルゴリズ

ムをロボット走行で可視化することができる
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12 問題発見課題解決型学修⑤ ロボット走行における課題の解決策を含むアルゴリズ

ムをロボット走行で可視化することができる
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13 問題発見課題解決型学修⑥ ロボット走行における課題と解決策について文書とプ

レゼンテーションにまとめることができる
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14 問題発見課題解決型学修⑦ ロボット走行における課題と解決策について発表する

ことができる

二瓶　裕之
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回 テーマ 授業内容および学修課題 担当者

15 情報科学のまとめ 情報科学でこれまでに学んだ内容に関する課題を解く

ことができる

二瓶　裕之

【授業実施形態】

遠隔授業

※授業実施形態は、各学部（研究科）、学環、学校の授業実施方針による

【アクティブ・ラーニング】

導入している

【評価方法】

授業中に出題される課題（50％）、定期試験（50％）で評価する。グループワークなどの演習における態度の評価では、ルーブ

リック表を用いて行うのでルーブリック表を参照すること。毎時間に提出された課題については添削後次の授業時間にコメント

をフィードバックする。

【教科書】

使用しない（資料を配布する）。

【備考】

〇配付プリントに基づいて、授業を進める。

〇ICTを積極的に活用して授業を展開する。

1.学習教材（授業資料）の配信、学習課題の提示

・Google オンラインアプリケーションを利用して学習課題を提示する。

2.授業に関する学生相互の意見交換やグループ学習の実践

・学生相互の意見交換を目的にGoogleオンラインアプリケーションを活用する

3.授業時間中にその場で学生の理解度を把握する技術の活用

・Google Formを活用し，授業時間中にその場で学生の理解度を把握する

【学修の準備】

・配布資料を事前に読んで内容を理解しておくこと、また、北海道医療大学DX推進計画サイト（

https://dx.hoku-iryo-u.ac.jp/dx/edu）には必要な教材なども公開されているので予習において活用すること（80分）。

・情報処理室、もしくは、自分で所有しているパソコンを利用して事前学修の項目を確認したり、授業で作成した課題を再度作

成するなどの事後学習（復習）を行うこと（80分）。

・SGDやPBLでは、事前に具体的な調査資料を配布するので、個々で調べて授業に臨むこと(80分)。授業終了後は、グループ討議

の結果を自分なりに振り返り、授業中に作成したプロダクトを再度作成するなどの事後学修（復習）を行うこと(80分)。

【ディプロマ・ポリシー（学位授与方針）との関連】

DP６．情報科学に関する知見を持ち、数理・データサイエンスの活用ができる

DP２．豊かな人間性・自立性・創造性・協調性等を身につけている。

上記、心理科学部ディプロマ・ポリシーに適合している。


